
祝！改憲勢力3分の2割る(衆議院)
共産除く野党が総理大臣選出に無効棄権

洛
西
生
協
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

29
日
行
動
に
参
加
を

11
月
29
日(

金
）

午
後
4
時
か
ら
4
時
30
分
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催
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ッ
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戦
争
反
対

11
月
19
日
戦
争
法
廃
止
宣
伝

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
軍
拡
進
め
る
石
破
政
権
、

集
団
的
自
衛
権
で
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
引
き

ず
り
込
む
、
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
ま
し
ょ
う

11
月
19
日(

火
）

午
後
5
時
～
5
時
30
分

阪
急
桂
駅
西
口

よ
び
か
け

西
京
九
条
の
会
連
絡
会
・
洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

午
後
6
時
30
分
か
ら
市
役
所
前
で
街
頭
演
説
、

午
後
7
時
よ
り
デ
モ
も
行
わ
れ
ま
す
。

衆
議
院
選

自
民
・
公
明
・
維
新
敗
北

洛
西
平
和
ネ
ッ
ト

発
行
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月
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Ｅ
Ｌ
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０
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５
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０

◎
大
阪
万
博
は
中
止
し
て
震
災
被
災

者
救
援
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

ト
ラ
ン
プ
当
選

石
破
は
？

安
倍
元
総
理
は
前
々
回
大
統
領
選
挙
時
、

ト
ラ
ン
プ
候
補
が
当
選
を
決
め
る
や
世
界

一
速
く
訪
米
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
会
談
。

カ
ジ
ノ
法
を
早
く
決
め
る
こ
と
と
辺
野

古
基
地
を
速
く
作
る
こ
と
を
約
束
し
て
き

ま
し
た
。
日
本
の
総
理
か
訪
米
す
る
と
必

ず
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
歴
史
で
す
。

石
破
総
理
は
早
速
電
話
を
か
け
「
日
米

同
盟
を
さ
ら
に
よ
り
高
い
次
元
に
高
い
段

階
に
引
き
上
げ
て
い
く
事
で
一
致
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
を
求
め
る
米
国
言
い
な
り
で
、
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
大
活
躍
で
税
金
逃
れ
の

裏
金
問
題
が
自
民
・
公
明
を
直
撃
、
国
民
の

怒
り
が
、
憲
法
や
法
律
を
守
ら
な
い
与
党
政

治
家
を
衆
議
院
で
過
半
数
割
れ
に
追
い
落
と

し
ま
し
た
。
憲
法
改
悪
に
必
要
な
３
分
の
２

を
割
り
込
み
改
憲
の
国
会
発
議
が
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。

維
新
も
数
々
の
不
祥
事
と
、
大
赤
字
予
想
の
大
阪
万
博
・
カ
ジ

ノ
で
評
判
を
下
げ
全
国
で
信
頼
ガ
タ
ガ
タ
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
改
憲
政
党
で
も
国
民
民
主
は
国
民
生
活
の
ご
く
一
部
で
あ

る
１
０
３
万
円
の
壁
、
１
３
０
万
円
の
壁
な
ど
を
取
り
払
え
ば
手

取
り
が
増
え
る
と
い
う
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
議
席
を
拡
大
し
ま
し
た
。

森
永
卓
郎
氏
が
「
財
務
真
理
教
」
と
名
付
け
た
財
務
省
の
増
税

方
針
に
は
手
を
こ
ま
ね
き
、
最
も
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
消
費

税
撤
廃
に
は
後
ろ
向
き
で
す
。
消
費
税
は
低
所
得
者
は
収
入
の
全

て
を
生
き
る
た
め
使
う
た
め
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
１
０
０
万
円

使
え
ば
年
間
８
か
ら
10
万
円
が
税
金
と
し
て
取
ら
れ
ま
す
。

所
得
税
を
払
い
た
く
な
い
・
扶
養
控
除
か
ら
外
れ
な
い
・
社
会

保
険
料
を
払
い
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
主
婦
や
学
生
を
つ
か
ん

だ
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
バ
ラ
色
の
未
来
が
来
る
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

社
会
保
険
制
度
が
改
悪
さ
れ
国
民
か
ら
高
い
保
険
料
を
取
り
立

て
、
給
付
も
下
が
る
ば
か
り
で
す
。

高
額
な
民
間
保
険
に
頼
る
よ
り
、
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
は
社
会
保
険
の
改
善
と
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

厚
労
省
は
週
20
時
間
以
上
働
く
労
働
者
を
全
員
、
社
会
保
険

に
加
入
さ
せ
る
方
針
で
す
が
中
小
企
業
に
何
の
援
助
も
な
か
っ
た

ら
企
業
の
負
担
が
激
増
し
て
社
会
保
険
倒
産
が
激
増
し
ま
す
。

「
財
務
真
理
教
」
と
は
対
決
が
必
要
で
す
。

国
民
を
絞
り
つ
く
す

「
財
務
真
理
教
」
は
こ
ん
な
増
税
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

○
た
ば
こ
増
税

○
防
衛
増
税

○
復
興
特
別
所
得
税
の
延
長(

防
衛
費
の
た
め)

○
給
与
所
得
控
除
の
廃
止

○
配
偶
者
控
除
の
廃
止

○
生
命
保
険
料
控
除
の
廃
止

○
退
職
金
の
非
課
税
額
の
廃
止

○
扶
養
控
除
の
縮
小

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
負
担
増

○
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
贈
与
特
例
の
廃
止

○
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
廃
止

○
介
護
保
険
料
の
負
担
増

○
国
民
年
金
納
付
期
間
を
65
才
ま
で
延
長

○
森
林
・
環
境
税
の
創
設
、
特
別
復
興
住
民
税

を
転
用
、
実
行
済
み

○
厚
生
年
金
支
給
減
額
（
実
行
中
）

○
走
行
距
離
課
税
の
新
設

○
介
護
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化

◎
こ
れ
が
実
行
さ
れ
た
ら
生
活
は
破
綻
貧
困

国
家
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
と
若
者
を
対
立

さ
せ
る
や
り
方
で
す
。
力
あ
わ
せ
て
悪
政
と

対
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



総選挙後特別国会が開かれ
首班指名選挙が行われました。

1回目は自公は石破、各党が党首な
どを記名、どこも過半数に達せず、２
回目の決戦投票は石破・野田でしたが、
維新・国民・れいわ等は自党党首を記
名、無効票を選びました。

欧州では少数政党が連立するのがあ
たり前になっていますが、今回の選出
は、なんとも云えない空しさを感じま
した。

もっとも、維新も国民も「野党を名
乗る」自民補完勢力の改憲政党です。
無効票で実質石破、自民を助けたこ

とになります。

選挙後も「石丸新党」などの報道が
され、ますます混迷を深める政局です
が、来年の参議院選挙では、衆参同時
選を行うのでは無いかとも言われてい
ます。

参議院でも改憲政党を３分の２以下
に追い落とし、憲法を守り戦争は絶対
しない日本を守るためにがんばりましょ
う。

民主党政権からアベ政治・これからの政治は？

もったいない!
野党連合政権できず

日刊赤旗 24.11.5より

第九十九条
天皇又は摂政及び国務大臣、国会
議員、裁判官その他の公務員は、
この憲法を尊重し擁護する義務を
負ふ。

これは憲法違反・

ウクライナを攻撃する北朝鮮と同じ

来年６月・衆参同時選挙？

大激動？ 共闘はどうなる？


